
第３次計画における海上の森の保全と活用にむけた基本方針と取組（素案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設ゾーン ●海上の森の拠点施設 ●遊歩施設 

１－２ 

 自然環境の保全 

●人工林整備 
●二次林（広葉樹林等） 

●重要な自然環境の保全 
●生物多様性の保全 
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２－１ 

 体験学習 

 
２－２ 

人材育成 

３ 情報発信 

４ 施設管理 

●自然体験  ●環境教育 
●農林業体験 

●人材の育成 

●展示 
●ＳＮＳ、情報誌、普及啓発 

●施設整備・運営 

取組事項 取組項目 

・ボランティアの育成や作業の担い手確保 
・里山保全活動の指導者、担い手の育成 ・海上の森アカデミー修了生の活用 

取組方針 

・森林整備や里山に対する理解を深める展示・取組 

・森林や里山に関する情報交換の拡大や県内外の関連施設や活動団体等との意見交換 

５ 協働・連携の推進 

・施設の活用 ・来訪者の安全確保（遊歩道沿い）、案内板、標識の明確化、休憩施設 
・海上の森運営協議会 

 生態系保護区域 

●多様な主体の参画 ・学校、施設、ＮＰＯ等、他団体、地元、地権者、企業 

・海上の森で活動する団体間の連携や協力体制づくり 
・企業等が自主的に活動する企業等連携活動の拡大 ・アカデミー修了生の活動支援 
・参加・協力促進のしくみづくり 

●自然環境保全地域 
●湿地  ●シデコブシ生育地 

資料４ 

地
域
区
分
別
整
備 

１－１ 

 ふれあいの里 

 恵みの森 

 循環の森 

 野鳥・古窯の森 ●二次林、アカマツ林 

●人工林整備 

●里山サテライト ●農地・休耕地 

２ 

森
林
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・危険な枯損木等の伐採 
・県民参加による森林環境教育の場として活用 

（２次計画を拡充するものは下線付） 

・里と森の教室  
・森のがっこう 

取組内容 

・間伐により適正な立木密度の人工林に誘導 
・高齢の森林の小面積皆伐等による更新を検討 
・伐採木の活用  ・企業連携等による森林整備 

・単層の人工林は間伐により適正な立木密度に誘導 
・二次林、針広混交林の適切な保全管理 

・遊歩施設内の景観の保全整備 

・体験学習による農地利用 ・休耕地の適切な管理 
・企業等連携による休耕地の利活用 ・イノシシ等の獣害対策 
・農地周辺の森林整備 

・自然環境保全地域の保全計画に基づいた保全・整備 
・湧水湿地やシデコブシ生育地の保全活動 

・自然環境保全地域の保全  ・湿地の適切な保全 

・森林の形態に応じた適切な保全 
・自然環境調査による動植物・生育状況の把握 
・密猟・盗掘等への対応 


